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平成 31 年３月期第２四半期業績予想値と実績値との差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

 平成 30 年 5 月 8 日の決算発表時に公表した平成 31 年 3 月期（平成 30 年 4 月 1 日 ～ 平成 31 年
3 月 31 日）の第 2四半期（累計）業績予想値と本日公表の実績値につきまして、下記のとおり差異
が生じましたのでお知らせいたします。 
 また、最近の業績動向を踏まえ、平成 31 年 3 月期の通期業績予想について下記のとおり修正いた
しましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
１．平成 31 年 3 月期第 2四半期（累計）業績予想値と実績値との差異 

（平成 30年 4 月 1日 ～ 平成 30 年 9月 30 日） 
 
 (1) 連結業績 

 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想         （Ａ） 50,000 1,900 2,000 1,320 208.57 

今 回 発 表 実績値（Ｂ） 53,386 2,829 3,022 2,044 326.46 

増  減  額       （Ｂ－Ａ） 3,386 929 1,022 724 ― 

増 減 率         （％） 6.8 48.9 51.1 54.8 ― 

（ご参考） 
前期実績（平成30年3月期 
第2四半期） 

46,539 1,640 1,808 1,227 192.89 

 
 
(2) 個別業績 

 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想         （Ａ） 47,100 1,470 2,150 1,600 252.81 

今 回 発 表 実績値（Ｂ） 50,545 2,141 2,907 2,163 345.52 

増  減  額       （Ｂ－Ａ） 3,445 671 757 563 ― 

増 減 率         （％） 7.3 45.6 35.2 35.2 ― 

（ご参考） 
前期実績（平成30年3月期 
第2四半期） 

44,135 1,197 1,758 1,327 208.67 
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２．平成 31 年 3 月期通期業績予想数値の修正 
（平成 30年 4 月 1日 ～ 平成 31 年 3月 31 日） 

 
 (1) 連結業績予想数値の修正 

 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想         （Ａ） 102,000 4,100 4,350 2,850 450.32 

今 回 修 正 予 想         （Ｂ） 106,500 4,700 5,000 3,250 519.06 

増  減  額       （Ｂ－Ａ） 4,500 600 650 400 ― 

増 減 率         （％） 4.4 14.6 14.9 14.0 ― 

（ご参考） 
前期実績（平成30年3月期） 

98,645 3,414 3,693 2,421 382.67 

 
 
(2) 個別業績予想数値の修正 

 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想         （Ａ） 95,500 3,220 4,050 2,860 451.90 

今 回 修 正 予 想         （Ｂ） 100,100 3,530 4,430 3,090 493.51 

増  減  額       （Ｂ－Ａ） 4,600 310 380 230 ― 

増 減 率         （％） 4.8 9.6 9.4 8.0 ― 

（ご参考） 
前期実績（平成30年3月期） 

92,705 2,380 3,067 2,159 341.14 

 
 
 

３．修正の理由 
   
  当企業グループの業績につきましては、従来予想に比し、売上高がグループ全体で予想以上に

堅調に推移いたしました。これに加え、親会社の大口受注案件の工事の進捗が早めに進行してお
り、当初見込みに比し工事進行基準売上高が、前倒しで増額したことから、上半期のグループ全
体の売上高が大幅に増加しております。これに伴い、利益面でも売上利益が増加し、各利益も増
益となりました。このため、連結・個別ともに業績予想値と本日公表の実績値につきまして、差
異が生じることとなりました。 

また、通期の業績予想につきましては、第 2 四半期の業績を踏まえ、連結・個別ともに今回修
正するものであります。 

 
 
 

 

 

 

以 上 

(注) 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因に 

よって予想数値と異なる場合があります。 


